
平成２９年度 公益財団法人目黒区国際交流協会事業方針 

 

国際化から多文化共生社会へ 

 浅草を始め、都内の観光名所では、日本人より外国人の方が多いと感じるこ

とが、今や日常的になりつつあります。１月１７日の日本政府観光局の発表で、

昨年１年間の訪日外客数が２，４０３万９千人で前年比２１．８％増加したと

報じられました。国別では、中国が２７．６％増の６３７万人で初めて６００

万人を超えました。韓国は５０９万人２７．２％増で初めて５００万人を超え

ました。一方、１月１日の都内の外国人人口は、８．３％増の４８６，３４６

人で、目黒区の状況は、人口は２７３，７０８人で前年比は１００．８％と微

増ですが、外国籍住民は８，０９４人１０４．１％と高い伸びとなっています。 

目黒区では、「多文化共生区民フォーラム」の提言を受け、「めぐろ多文化共

生推進ビジョン」を３月に策定し発表します。外国人も日本人も、共に育ち、

学び、働き、そして生活する地域社会が形成されつつあります。ＭＩＦＡは、

「人々の国際相互理解を促進し、多様な文化を認めあい、人間の絆をはぐくむ

豊かな地域社会の形成に寄与する」の実現に向け、目黒区及び会員の皆様とと

もに事業の一層の拡充に努めてまいります。 

 

【事業方針】 

１ めぐろ多文化共生推進ビジョンを起点として 

  協会は、ビジョンの施策目標である「外国人住民が安心して生活し、働く

ことができる環境整備」「外国人住民の地域社会への参加促進」「区民と外国

人住民との共に歩む意識の醸成」の具体化に向け、目黒区と共に取り組んで

いきます。 

２ 来外客の期待に応えるために 

  昨年は、東京都の「外国人おもてなし語学ボランティア養成講座」を開催

し、３０名余の修了者が誕生しました。本年度も継続して取り組み、2020オ

リンピック・パラリンピックに向け、一層増加することが予測される、来外

客の期待に応えていけることを目指します。 

３ 区内大使館と協力して 

  区内には１２の大使館があり、国際交流フェスティバルにおいて、多くの

区民の方々との交流が図られています。しかし、多くの区民にとっては、ま

だ大使館が身近な存在にはなっていません。大使館と協力し、地域の人々と

のさらなる交流が図られ、豊かな地域社会が実現することを目指します。 
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